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脇町RC
  須藤会⻑

細川幹事
到着週報

到着書類

報告事項

連絡事項

卓話
中平会員

◎プログラム

皆さん、こんにちは。四国銀⾏脇町⽀店の中平です。今年3⽉の⼈事異動で脇町⽀店
に着任し、そのご縁で脇町RCに入会させていただきました。本日は初めての卓話と
いうことで、自己紹介を兼ねて、私のこれまでの⼈生を振り返りながらお話しさせ
ていただきます。私は1969年3⽉生まれで、今年57歳になりました。四国銀⾏の定
年は60歳ですので、残り3年となりました。同期や後輩の多くは関連会社へ出向して
いますが、私は現在も現場で⽀店⻑を務めています。残りの銀⾏員生活も、⽀店⻑
として全うすることが今の目標です。私の出身地を聞かれると「高知です」と答え

美馬RC 阿波池田RC 鴨島RC 洲本RC

ガバナー補佐新旧交代引継ぎ(阿波池田RC真鍋ガバナー補佐)
次回、例会終了後、須藤年度 最後の理事会を⾏います

◎幹事報告

エクセレント通信 28号

回覧︓6⽉12日 家庭夜間例会の出⽋表
時期クラブ計画書 各委員⻑は5⽉末を目途に内容を考え、遠藤次期幹事まで

本日は移動例会としてつるぎ町へおじゃましたが、年間で5回、6回でも計画をして
もいんじゃないかなと思いました。例会も場所が変わると新鮮でいいと思いまし
た。今回のお話は毎年⾒に⾏っています美郷の蛍のことです。美郷ほたる館 周辺
は、「美郷のホタルおよびその発生地」として国の天然記念物に指定されている有
名な蛍スポットで、ゲンジボタルの数や発生範囲が全国でも有数と言われていま
す。 20時〜21時頃が⾒頃で、川沿いにふわっと光が流れる感じは本当に幻想的です
よね。⾞のライトや懐中電灯を消して静かに眺めるルールもあって、あの暗さがま
た特別感を作っている気がします。 すごく綺麗なので皆さんも⾒頃は来⽉中旬まで
なのでぜひ⾏ってみてください。本日の会⻑挨拶は以上です、本日も有意義な例会
となりますようよろしくお願いいたします。

◎会⻑挨拶

脇町ロータリークラブ

◎メークアップ
5/25 鳴門中央RC例会 遠藤会員



☆次の会員は例会⽋席でした。
   ⾜⾕会員・笠井会員・加島会員・兼⻄会員・上柿会員・河野会員・⽊下会員・⾹⻄会員
   ⽩川会員・武田会員・千葉会員・友成会員・⻄村会員・秦会員・藤原武志会員・三⾕会員
 吉野会員

☆次回例会の出⽋を 佐藤直樹出席委員⻑まで連絡してください。

◎次回プログラム

◎次回例会
遠藤会員

◎ニコニコボックス

ていますが、実は父が旧電電公社（現在のNTT）勤務だったため、幼い頃から転勤
が多く、生まれてからずっと転居を繰り返してきました。生まれは松山、その後高
松、松山、中村、高知市、高松市、⻄宮市、⼩松島市、⼟佐清⽔市などを経て、現
在の脇町に⾄ります。57年間で16回以上住む場所が変わりました。振り返ると、お
よそ3年ごとに新しい⼟地へ移ってきた計算になります。幼少期の思い出として強く
残っているのは、高松で⾒た紙芝居です。自転⾞の後ろに⼤きな⽊箱を積んだ紙芝
居屋さんが来ていて、私は紙芝居そのものより、一緒にもらえるわらび餅が楽しみ
でした。また、当時⼤⼈気だった仮面ライダーのカード集めにも夢中になりまし
た。今では当時のカードに高い価値が付いているそうですが、残念ながら⼿元には
残っていません。松山時代には、⼩学校の校庭に「夜泣き松」と呼ばれる⼤きな松
の⽊がありました。樹齢千年とも言われる⽴派な松でしたが、私が⼩学生の頃に松
くい⾍の被害で伐採されました。全校生徒がその様⼦を⾒守ったことを今でも覚え
ています。また、首のない馬が現れるという地域の言い伝えもあり、⼦ども心にと
ても怖かった記憶があります。一方で、昭和の学校教育ならではの思い出もありま
す。先生に叱られて廊下に⽴たされたり、給⾷を残さず⾷べるまで席を⽴てなかっ
たりということもありました。今では不適切な指導とされることもありますが、当
時はそれが当たり前の時代でした。中学2年生の時に中村市へ転校しました。そこで
は⻑ランや短ランを着た生徒たちがいて、松山との違いに⼤きな衝撃を受けまし
た。私自身も「むっちん」という不思議なあだ名で呼ばれ、卒業まで定着していま
した。また、当時は個性的で迫⼒のある先生も多くいました。今の時代では考えら
れないような厳しい指導もありましたが、不良生徒たちと真正面から向き合う先生
方の姿には、今振り返ると学ぶところもあったように思います。高校時代はクラブ
活動よりも友⼈との交流が中心で、⿇雀に熱中したこともありました。また、当時
⼤⼈気だった松田聖⼦さんのファンクラブに入り、応募した直筆サインが当選した
ことは今でも忘れられない思い出です。本日は自己紹介ということで、幼少期から
高校時代までのお話をさせていただきました。実はまだ18歳までしか話が進んでお
りません。⼤学時代や銀⾏員としての経験についても、機会があればまた次回お話
しさせていただきたいと思います。ご清聴ありがとうございました。

2026年 6⽉ 4日（⽊） 12︓30 〜  清⽉屋敷


